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特集研究開発マネジメント

研究開発マネジメントの新しい枠組み

・・ H ・ H・-平津 t令(東京大学)

神戸製鋼所における技術開発戦略

...........森脇麗人(神戸製鋼所)

トヨタ自動車紛における研究開発関連組織聞の

連携システム・ ・・一....服部秀雄(トヨタ自動車)

R&D活動を支援する情報システム

………岡本陣公彦(花王)

内在型研究開発マネジメントシステム

… H ・ H・-桑原裕(日立製作所)

グローパル研究開発マネジメント

..........・・丸毛一彰(科学技術と経済の会)

編集後記・今回は茅教授のご尽力により環境問題に関し

て多彩な特集となった・ローマクラブの警告から 20年

間，それはますます現実となってきている.人間の技術

と知恵(測定・分析・防止の技術はもとよりそれらを実

行させる管理技術もしくは政治・経済・社会システム)

は環境破壊に勝利て、きるか.石谷氏の論文によれば，特

に発展途上国にデータをはじめとして多くの問題があ

る.フロンガス問題のように関係闘間(先進国間)で認

識が一致し速やかに対応ができるものもある.環境はボ

ーダーレスであるため西岡氏の報告のように国際的にコ

ンセンサスを得ることがきわめて重要である.手遅れに

ならないことを願いたい・防止の経済システムとして山

地氏によって課徴金や補助金のシステムの考え方と CO2

についての具体例が報告されている.これは特に関連企

業人に参考になるであろう . S02 防止投術の展開でみせ

た日本の企業や行政の対応力に期待するところは大であ

る.これは国内だけではすまないだけに特に国際政治而
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でのウエイトが大きいという困難さが加わる・過日ある

セミナーで地球の適正人口について言及された.そこで

は「今の中国の生活レベルて‘は 100 億人，日本レベルで

は 20億人，米国レベルでは 10億人j ということになっ

た.これはその前提条件からその結論の意味するところ

まで，本特集の竹内氏の論文を読み合わせて実に考えさ

せられるところが多かった.竹内氏が論じるごとく生活

レベルの後もどりは難しい.一方昨今の情報化の進んだ

世界においては多数の生活水準の低い国の人々がL 、つま

でもそこにとどまってはおれない.地球上の人間に等し

く「人間らしい生活j を保障するには道はおのずから限

られてくる・自国の管理能力を失っている発展途上国の

悲劇的な状況が熊崎氏の論文で詳しく論じられている.

ボーダーレスの時代に他国の管理システムに内政干渉で

なく関われるのは理論と実証である. ORは最適化理論

と実証を本分とする.
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